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･蒙古･シベリア東部･カムチャッカ･旧樺太などに分

布し北海道には氷期の頃大陸から陸橋を渡って住み

ついたものでいわば氷河1時代のレリックともいうべき

小動物である.

さてナキウサギの棲息地を通り扇ケ原展望台で雄

大な十勝平野の眺望を楽しんだあと帯広への約60km

の道を急ぐとしよう.〔築音らは帯広畜産大学(近堂近藤)帯

広袖薬高校(木村)および排広稲則小学校(出外)〕
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木材享技官

科学技衛庁長官賞受賞す

地質調査所北海道支所技術課

木村享技官は去る4月12日

第12回創意工夫功労者表彰を

受け科学技術庁長官賞を受

賞した.そのテｰプは次の

とおりである.

鉱物中の固体包有物を化学分析

する定めの研磨片の作成

鉱物中の固体包有物の化学分析をおこなうための一手段とし

てその固体包有物(1Oμ～50μ)が研磨片の表面に現われるよ

うに検鏡測定を繰返しながら作成しそれをX線マイクロア

ナライザｰで分析する方法と鉱物粒(カンラン石輝膚看

英など)の両面研磨片(厚さ0,1～0.5)および岩片の両面研磨

片の作成で鏡下での一般的観察やこの試料をその凄ま鏡下

での1,00ぴC以上の高温加熱実験に供し揚る試料か作成された

ことから鉱物の生成条件成因を究明する危めの実験カ摘便

に行なえるようになった.

以上のような鉱物粒研磨片の作成が包有物研究の一分野に

おける顕著な進歩として高く評価されている.

沫村募技官
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